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1 漁海況予報事業

とりまとめ山田 稔※

(目的)

沿岸，沖合定線観測とスノレJイカ漁場一斉調査を行ない，日本海及び富山湾の重要資源との関連

を研究すると共に，漁況，海況情報を正確かつ迅速に普及公報することにより，漁業経営の安定に

資する。また，日本海における漁況，海況情報事業に対する情報を提供する。

(方法)

水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針」および「昭和 53年度日本海における漁海況情報

事業実施要領J(漁業情報サービスセンター)によって実施した。

(実施状況)

(1) 沿岸定線海洋観測調査(ニー7線)

調査年月 日 調査員 観測項目 使用船舶 備 考

53. 4. 3 - 4. 6 浦本己之重 海・卵浮 第18富山丸 26点

53.5.8- 5.10 /f // /f /f 

53. 5.30 - 6. 1 山田 稔 // はやっき 1 3点

53.9.12 - 9.14 内山 勇 海・稚ス 第18富山丸 26点

53.10.3 - 10.5 庁 11 庁 /f 

5 3.1 0.3 1 - 1 1. 1 庁 グ I! 庁

54.2.5- 2. 6 庁 海・ /f 必Y

54.3.5- 3. 6 庁 海・卵浮 11 11 
L 一一一一一一

(海;海洋観測，卵浮 i浮魚類卵稚仔調査，稚ス;スルi イヵ稚仔調査)

(2) 沖合定線海洋観測

調査年月日

53.8.6- 8.9 

調査員

山田 稔

使用船舶

第18富山丸

備

19点(海洋観測)

考

(3) スルj イカ漁場一斉調査

53.6. 5 6. 10 

観測線名

すの 3線

すの l線

調査員

松坂常弘

松坂常弘

使用船舶

第18富山丸

備 考調査年月日

53.9. 1 - 9. 7 庁

(調査結果)

調査結果は日本海区水産研究所へ報告した他「富山湾漁況海況概報」として関係機関に通報した。

※ 栽培漁業センタ一転出 ( 54.11.1 ) 
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2 沿岸漁況観測事業

とりまとめ山田 稔※ 1内山 勇 大森栄子※2

(目的)

1. 県内の漁況を収集して，とりまとめ「漁況旬報」及び「富山湾漁海況概報」として関係機関及び

関係業者に配布するO

2. 富山湾沿岸の海洋構造の変動機構を調査を行なうための予備調査として沿岸細密観測を行なう。

3 電子計算機によるデーターの整理，蓄積及び解析の手法の研究を行なう。

I 漁況収集及び情報提供

l 県内の主要漁業根拠地(氷見・新湊・四方・岩瀬・水橋・滑川・魚津・経団・黒部)における漁

業別・魚種別の漁獲量を，毎日電話で聞き取り収集した。他府県の情報は速報及びテレァクスによ

り収集した。

2. 収集した情報は旬毎に集計して「漁況速報」及び「富山湾漁海況概報」として印刷し配布した。

配布先は次のとおりである。

(1) 管内市町村

-氷見市役所 ・富山市役所 -魚津市役所

・新湊市役所 ・滑川市役所 -黒部市役所

(2) 県

・県水産漁港課

・県栽培漁業センター

(3) 漁業団体

・県漁業協同組合連合会

.県漁業共済組合

仏) 漁業協同組合

-宮崎浦漁協 -吉原漁協

-経回漁協 -魚津漁協

-岩瀬漁協 -四方漁協

-海区調整委員会

・農業経済課

-県汚水対策漁業者協議会

-氷見漁協 -氷見浦漁協

-飯野漁協

・滑川漁協

.堀岡漁協

・何尾漁協

-薮田漁協 -女良漁協

(5) 生産組合等 2 2ヶ所

(6) 関係水試・水研・大学等 2 3ケ所

(7) 報道関係 1 1ケ所

3 漁況報告を依頼した機関及び職員は次のとおりである。

・氷見販売漁業協同組合連合会 浜本秀善

-3-

-入善町役場

・魚津市立水族館

-統計調査課

-黒部漁協

・水橋漁協

.新湊漁協

・字波漁協

字波隆一



-新湊漁業協同組合 野村善雄 村井勝一

-四方漁業協同組合 広瀬昭男

-岩瀬漁業協同組合 米谷重義

-水橋町漁業協同組合 寺松光雄

. 't骨川漁業協同組合 佐藤スミ子

-魚津漁業協同組合 島崎 博

-経団漁業協同組合 後藤義昭

-黒部漁業協同組合 田中 満

※l栽培漁業セソタ 転出 (54.11.1) ※2 水橋東部小転出 (55.4.1)

E 電子計算組織利用によるデーター処理と事務機械化の研究

(方法)

富山県(電子計算課)で使用している大型コンピューター (FACOM230-45S)を使用し

た。

(業務の内容)

L 漁況マスター・テープの累積

定置網漁業と八そう張り漁業の漁況について，地区・魚種・漁獲量を旬毎に編集してマスターテ

プに累積を行なった。

2. 海況マスター・テープの累積

漁海況予報事業で実施した富山湾の海洋観測データ を用いて，観測地点及び観測層ごとに水温

及び塩分，力学計算結果を加えてマスターテ-7
0

に累積した。

3. 基本統計表の作成

マスタ テープを用いて，漁況・海況の基本的な統計表を作成した。

4. プログラムの開発

水温の偏差値累計曲線の算出(平年水温からの偏差値及び偏差値の累積及びグラフ)

5. 生物測定データーの処理

沿岸重要資源調査等で実施している魚体測定データーの取りまとめに利用し，事務の軽減とスピ

ード化をはかった。

(調査結果登載印刷物)

漁況旬報(昭和 53年度) (昭和 53年度富山県水産試験場業績集)

富山湾漁海況概報(昭和 53年度//

-4-



3 沖合漁場開発調査

とりまとめ松坂常弘

I クロマグロ調査

(目的)

日本海沖合域における， クロマグロの北上期に係る回遊経路の究明と，その魚群量を調査するた

め，大目流し網漁法による漁獲試験を実施した。

(実施状況)

(1) 調査期間及び操業回数

調査次数 期 間 操業回数 備 考

第 1次 5/16 ~ 5/20 5 

第 2次 5/23 ~ 5/27 5 

第 3 次 6/16 ~ 6/20 5 

第 4次 6/27 ~ 6/28 2 エンジン系統のトラ 7'ルにより途中で帰港

(2) 調査船

(3)漁具

(4) 調査海域

第 18富山丸(96トン， 470馬力)

大自流し網，目合 180棚 50目掛，使用反数 10 0反

能登半島珠洲岬沖合から白山瀬にいたる海域で，南北方向に 5点の操業定点を設

定した。

(調査結果概要)

主目的とした成体クロマグロの漁獲は皆無であり，若年魚である j ジの漁獲は全調査期間を通じ

てわずかに 4尾であった。 Jジの漁獲状況は，単発的かっ散発的で，沖合域におけるクロマグロの

魚群量は，極めて薄いものと推定された。

(調査結果登載印刷物)

クロマグロ調査(昭和53年度富山県水産試験場業績集)

E クロマグロの富山湾への来遊状況について

(目的)

日本海へ来遊したクロマグロ群は，主に定置網漁法によって漁獲されており，富山湾は日本海沿

岸域において，クロマグロの有数な漁場のーっとなっている。しかし，その来遊状況について調査

-5-



検討された例は少なく，また，不詳の点も多い。

そのため，富山湾で漁獲されたクロマグロの集積地となっている氷見漁港の水揚げ状況を調査し，

クロマグロの富山湾への来遊状況について考察を試みたものである。

(調査事項)

昭和 48年から昭和 53年までの聞における 10キログラム以上のクロマグロについて，月別，

漁場別に尾毎の体重(内臓除去重量)を，産地市場の販売野帳から抽出したo

(検討の方法)

調査データ を次の項目別に整理，とりまとめ，検討の材料とした。

(1) 富山湾における漁場の位置及び範囲

(2) 漁場別の漁獲量及び漁獲比率

(3) 漁場の設置水深別漁獲比率

付) 漁場の地先別漁獲比率

(5) 年別，月別，地先別漁獲量

(6) 漁獲物の年別体重組成

(7) 北上期の月別漁獲比率

(8) 北上期の富山湾海況特徴

(9) 日本海沿岸域におけるクロマグロの主漁場

(検討結果の概要)

(1) 日本海沿岸域におけるクロマグロの定置網漁場は，局所的傾向をもち，地形的な面においても

特異な共通点をもっている。

(2) 富山湾への来遊量は，次の要件によって大きく影響を受けるものと考えられる。

① 卓越年級群の資源量水準

① 卓越年級群の成長段階

@ 対馬暖流の強弱と流軸方向

(3) 漁場は，正川及び小矢部川以西の富山湾奥寄りに集中している。

付) 富山湾奥部へ来遊したクロマグロ群は 2~ 3日程度滞泳する場合が多いと推定される。

(5) 富山湾における北上期の最盛期は 6月期で，南下期では，魚群量は極めて少ないが 10月

期と 11月-12月期の 2群があるように見受けられる。

(6) 富山湾へ来遊したクロマグロ群は，氷見市の氷見漁港地先へ最も接岸する比率が高くなってい

る。

(7) 定置網漁場の設置水深が 60-90.>< トノレまでの最も沖寄りの漁場が，漁獲比率が高くな

ってU、る。
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(調査結果登載印刷物)

クロマグロの富山湾への来遊状況について(昭和 53年度富山県水産試験場業績集)

E 日本海ます流し網漁業調査

(目的)

日本海で生育するマス類の資源、動向を明らかにするため，関係機闘が共同で実施する，日本海ま

す漁場一斉調査に参加し，その基礎資料を収集する。

また，富山県日本海流し網組合からの要望により，漁海況調査を実施した。

(実施状況)

(1) 調査期間 第 l次 4月 11日-4月 18日

第 2次 5月 31日-6月 3日

(2) 調査船

(3) 調査海域

(4) 調査内容

第 18富山丸(96トン， 470馬力)

日本海ます漁場一斉調査分担区域のB線及び大和堆北東 60-180海里の調査

依頼海域

水産庁の定める「日本海ます調査要綱」による

(調査結果の概要)

ソ連の 200カイリ経済水域の設定によって， 1 972年以降継続実施されて来た 5月中旬期の

漁場一斉調査は，今年から 4月中旬期にその変更を余儀無くされた。

一斉調査では 7回の試験操業を実施し，総投網反数 992反，カラフトマス 25尾(反当り 0.03

尾)，サクラマス 243尾(反当り 0.24尾)であった。

一斉調査時における全調査船の平均反当り漁獲尾数は，カラフトマス 0.11尾，サクラマス 0.12 

尾であった。これは， 1 972年の同期調査時と比較すると，カラフトマスで同年の 180/0，サクラ

マスは 46%で，著しく低い漁獲率であった。

一方，業界からの要望による漁海況調査は，調査依頼海威で 4回の試験操業を実施し，のぺ投網

反数 480反，総漁獲尾数カラフトマス 13尾，サクラマス 34尾にとどまり，期待された好漁場の

発見はできなかった。

(調査結果登載印昂IJ物〉

昭和 53年度日本海ます調査記録(水産庁日本海区水産研究所編)
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4 沿岸漁場開発調査

(ブリ若令魚の標識放流調査)

とりまとめ 湯 口能生夫

(目的)

富山湾で漁獲されるブリの 90%以上を占める当才魚(フクラギ)は，夏期の北上期と秋期の南

下期に湾内へ回遊し漁獲される。

この回遊経路については未だ充分に解明されていないので，前年度に引きつづき標識放流を実施

し湾内への補給経路を究明しようとするものである。

(実施方法)

標識放流は第 18富山丸を使用し，方法としてタ yキングガンを用い標識票 (10X41ft1ft)を第

2背東香下部に捜入し下記のとおり実施した。

放流時期 放 流 位 置 放流尾数 体長モード 備 考

8月22日 3 7 0 - 5 0' N. 1 3 7 0 - 2 0' E 2 1 1尾 2 5 cm ( 2 1 -2 7 cm) 
北上期

3 8 0 - 5 0' N. 1 3 5 0 - 5 0〆E8月23日 236尾 庁

3 8 0 - 2 9' N. 1 3 8 0 - 2 4' E 150尾 34-35cm(28-39cm 
南下期 10月25日

3 7 0 - 5 6' N. 1 3 8 0 - 4 0' E 1 4 6尾 " 

計 743尾

(調査結果の概要)

再捕については

(1) 北上期のものは富山県黒部市で引釣りにより 1尾漁獲されたのみo (放流 5日後)

(2) 南下期のものは佐渡を中心に放流後 0-103日間で8尾再捕され，再捕率は 2.7roであ
った。

(調査結果登載印刷物)

「昭和 53年度富山県水産試験場業績集」
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5 沿岸重要漁業資源委託調査

とりまとめ油谷三郎

(目的)

回遊性沿岸重要魚種の生物学的情報を収集する。この調査は国の委託調査で継続実施しているも

のである。

(方法)

「昭和 53年度沿岸重要漁業資源委託調査要綱J(日本海区水研)による。

(実施状況)

魚 体 浪。 定

魚 種 名 回数 測定総尾数 備 考

「ミF イ ワ シ 1 2 1，1 3 5尾 小羽~中羽中心

ウJレJ イワシ 7 650 小ウルJ.~中ウノレ J 中心

カタクチイワシ 1 0 1，0 0 0 小カタクチ~大カタクチ

て? ア 宇シ 1 6 1，528 ス パー~小アジ中心

ーマ サ ，、 9 833 ナンキンサパ~ギリサパ中心

フ リ 類 1 0 56 5 当才魚中心

(調査結果)

調査結果は調査要綱の様式に従い日本海区水産研究所に報告した。また，湾内の重要魚種の資源

水準の動向は次表のとおりである。

昭和 53年度における資源水準の評価

魚 種 名 資源水準の評価

イ ーョr イ ワ シ 1首加傾向
ワ
ウノレ J イワシ 横パイ傾向

tン

類 カタクチイワシ 減少傾向

ーョr ア ーノ 減少頓向

て才 サ ，、 低水準横パイ

フ リ 類 当才魚安定傾向あるも今後警戒

(調査結果登載印刷物)

昭和 53年度 沿岸重要漁業資源調査報告書
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　　人工魚礁の効果について

　　シイラはえなわ漁業について

※栽培センター転出（54. 11.1）
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ｉ

.陛ﾗ

ｊ さけ・ます増殖調査

　　　レりまとめ佐藤　学　末名瀬元夫　角　裕二“

沿岸水域調査

（主　　旨）

　さけ・生半再生産の維持拡大のため沿岸水域における稚魚の生活の実態を明らかにし，河川内に　

ごける入工増殖事業の整備充実と併せて適正な漁業並びに増殖管理体制の確立に資する。

（方　　　法）

　実施期間　　昭和５３年４月～６月

　調査項目と方法

　　（1）沿岸漁具による混獲稚魚の標本調査

　　（ｲ）標本抽出地及び漁具　　岩瀬，滑川，魚津，飯野の小型定置網　　

㈲　魚体組成，胃内容物調査　　５０尾について行なった。

　　同　混痩魚種　　漁況速報資料によった。

　　（2）沖合漁具による混獲稚魚の標本調査

　　け）場　　所　　富山湾東部海域

　　（p）漁　　具　　二隻曳網

　　㈲　魚体組成，生長，食性について実施

　　（3）環境調査

（ｲ）期　間

(ﾛ)

同

場

飼

所

料

第１回　昭和５３年４月　３日

第２回　　　　　　４月１５日

第３回　　　　　　４月２８日

第４回　　　　　　５月１２目

第５回　　　　　　５月２２日

第Ｇ回　　　　　　　６月　８日

神通川河口附近３定点

０，１０房を元田式水平曳ネット（ＮＸＸ１ ３，口径６０Ｊ）により水平曳３

　　　　　　　　分間でプラソクトソを採集し，沈殿量により定量した。

（ﾆ）水温・塩分　　０，１ｏ房層について測定

※水産漁港課転出（5ふ4j）
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（結果の概要）

　1.　県下の各ふ化場での放流が２月中旬となり，定置網に混獲される時期が３月上旬から認められ　

か。

　2.この期間の焦体組成はFL5.8り～7.93贈，BW1.□～4.03gであった。

　3.　良性については，挑脚類い２％），枝角目（２０賢），昆虫類（１８％），魚類卵（８％）とな　　

ｎでいる肖

↓　混獲魚種はホタルイカ，カタクチイワシ，サョリ等が漁獲され,た。

5.　富山湾における稚魚の分布は，仲合部で６月２日まで，表面水温１８°Ｃまで確認され犬。

6.　沖合での魚体組成はFL6.5～7.1㎝，BW 2.6～Hgを示した。

7.胃内容物組成は，昆虫類，オキアミ目，誂脚目，魚類稚魚の順で認められた。

8.環境面では，本年度の沿岸水準が，稚魚離脱期と考えられる１５°Ｃに達しだのは５月下旬であ　

った。

9.　飼料生物である動物プランクトンは，４月に極大となり，５月に減少する傾向であった。

（調査結果登載印刷物）

　昭和５３年度　さけ・ます増殖調査報告書，昭和５５年３月　富山水試

韮　河ロ通過稚魚観測事業

（主　　旨）

　河川内の稚魚の減耗の機構を明らかにすることを目的に，稚魚の放流以後から河口までの間にお　

ける降海時期の移動，生息状況等の生態的知見を得る。

（方　　　法）

　（1）目視による稚魚の移動，生息状況の調査

　（ｲ）場　　所　　片貝川天神橋下流約３００房左岸から河口まで

　（p）観測日　　昭和５４年２月１５目～昭和５４年３月日日

　日　放流方法　　トラック輸送による

　（2）トラップによる稚魚サンプル調査

　（ｲ）楊　　所　　河口より上流約８００房

　（口）採取方法　　口径５０×１００個，長さ５００㎝のトラップを２０房の川幅中に２基セットし　　　　　　　　　　

て４時間々隔で採取。 ７２時間連続観察。

　回　河川環境調査　　トラップと同時に，水温、流速，水位，流下生物量の観測を実施した。

－12－



(結果の概要〉

(1) 目視による稚魚の移動

/16. 月 日 放流後

1 2月 15日 当 日
放流地点にほとんどとどまっているが，下流 2，500mで， PM 
305に4尾確認

2 2月 16日 1日後 放流地点より上流 150m左岸から河口まで群確認

3 2月 20日 5日後 放流地点より上流 50mから河口まで群確認

4 3月 5日 1 8 日後 放流地点より下流 1，500mから河口まで群確認

5 3月 13日 26 日後 放流地点より下流 3，000mで群確認

(2) トラップ調査

卜ラァプ実
観測 乗網稚魚数

(尾

月日時間 「十決左岸計

3月 18:00 5 81 13 

13日 22:00 33 5 1 38 

2:00 33 4 1 37 

6:00 46 81 54 

3月 10:00 。9 9 
14日 14:00 4 5 

18:00 。 1 

22:00 9 3 1 12 

2:00 3 3 6 

6:00 10 21 12 

3月 10:00 。
15日 14:00 。。。
18:00 5 5 I 10 

22:00 18 7 I 25 

2:00 38 5 1 43 
3月
6:00 8 31 11 

16日
10:00 2 

合計 210 69 279 

平均 12.3 4.1 16.4 

乗網稚魚の魚体

E 拡大倍率 推定通過 測定 F.L (cm) B.W (g) 
稚魚数

f トあフ効果 (相対値) 尾数 明勾 範囲 羽勾 範囲
(尾)

1 6.1 9 2 1 7 13 3.9 3.6~4. 2 0.7 1.1 ~0.4 

1 6.1 9 61 5 38 4.9 3.7~6.4 1.3 2.6~0.4 

1 5.53 575 37 5.4 6.4 ~3.7 1.6 2.5~0.4 

1 5.1 3 81 7 54 5.4 6.6~3.6 1.6 2.6~0.3 

1 5.1 3 1 3 6 9 5.6 6.1~3.6 1.8 2.2~0.5 

1 4.74 74 5 4.3 6.2~3. 7 0.8 2.1 ~0.5 

1 4.74 1 5 1 3.9 3.9 0.5 0.5 

14.74 I 77 12 4.3 6.0~3.8 0.8 2.1~0.4 

14.74 88 6 4.5 5.8-3.9 0.8 1.7-0.4 

1 5.1 3 1 8 2 12 5.0 6.0-3.6 1.3 2.0-0ι 

1 5.1 3 1 5 4.0 4.0 。.5 0.5 
14.74 。 。
1 5.89 1 59 10 4.0 5.1-3.5 0.5 1.2-0.4 

1 5.89 397 25 4.8 6.7~3. 6 1.1 3.0-0.4 

14.74 634 43 1.9 6.1~3.7 1.0 2.0~0.3 

1 4.55 1 60 11 4.8 6.0-3.7 1.1 1.9-0.4 

14.55 29 2 4.7 5.6-.3.7 1.0 1.5-0.4 

2 5 7.7 5 4，290 279 74.4 16.4 

1 5.1 6 252 16.4 4.7 1.0 

※胃内容物摂餌個体数 満腹・・.." 4個以上

中腹・・・ ・・・1- 3個

空腹・・…-。

- 13一

※摂餌稚魚
尾数

満 中 空

腹 腹 腹 l

間 同 同|

3 6 4 

9 8 11 

5 23 25 

。6 15 
I 6 13 

2 2 

。。
6 5 

3 2 

3 7 2 

。。

3 6 

10 4 11 

。4 19 
。6 11 
1 1 。
40 83 126 

2五 52 
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Ｏﾄ百……:i才li順.豆蔵即刷物）

　仁jド言へ度　かレレま十㈲殖鴻査服告乱昭和い年３月　富山本訴

　∧サ川岸　移殖効果の安定強化ブロダレスレボート　昭和５５年１月　日水研

ｍ　さけこ･王土増殖環境調査

士　　　錨〕　.･…　　　ヨ．

　⑤ﾃﾞ寸寸･1ますに利用されなかった河川の潜在的生半能力をぽかり，これを開拓するこレヤ目的

づノニ頂ﾅ万を実施する。

（薗施の概要）

　Ｌ　未利用河川調査

　　白　生貝川　　げ）物理叱学環境及び生物環境消去

　2，回旋変化調査

　（ｱ）即題川及び熊野川　（ｲ）物理化学及び生物環境調査

（結果の概要）

　i.未利用河川

　（ｱ）物理化学環境の要約

　　Ca）水温　4,7～14,8°C

　　㈲　pH　H9～7.94

　　（c）Do　lo.o6～13.37ppm　

（ｲ）生物環境の要約

　　　　　　　　　　　底　生　生

（d）BOD

（e）SS

（f）流速

物（流下昆虫）

０．Ｇ３～１．２ ４ｐＦｍ

０．３～３．１ｐｐｍ

１５ ５～１ ０８ 隋／ｓｅｃ

Ｏ固体数）

‾　　　　　調査地点　二八ブ��ｓｔ　１ �ｓｔ　２ �ｓｔ　３ �ｓｔ　４

��落合橋 �天神橋 �東山橋 �黒谷橋

絆揃目 �底生生物 �１
６０ �２７８ �］２３ �１ ２５

�流下昆虫 �３ �４ �４

蜻蛉目 �底生生物 �１ �１

�流下昆虫

精廸目 �底生生物 �８ �１９ �１４ �６４

�流下昆虫 �１ �２ ��５

毛極目 �底生生物 ��１

�流下昆虫 �３ �１ �１ �１

双姉目 �底生生物 �２５２ �１
８６ �７０ �１８

�流下昆虫 �２１ �３１ �２０ �Ｉ

－14－



2. 環境変化調査

ケ)物理化学環境

¥¥  

水温

pH 

COD 

BOD 

ss 

本 )11 支 )11 

4.9-14.60C 5.2 - 15.20C 

7.1 2 - 8.00 7.12 - 7.79 

9.94-13.14 8.41-12.78 

0.21-2.94 0.47-1.74 

0.5-3.2 1.1-11.1 

流速 23-300cm/sec 30 - 18 OC1f!/sec 

付)生物環境

底 生 生 物 量

瓦41神 j通 JII (本川)

st-l s t-2 st-3 s t -4 

萩浦橋 有沢橋 成子橋 大沢野大橋

底生生物 1 4 1 06 6 
解勝目

流下昆虫 2 1 

底生生物 28 32 
騎鈴目

流下昆虫

底生生物
積麹目

流下昆虫 l 2 

底生生物 18 
毛麹目

流下昆虫 2 l 

双麹目
底生生物 1 2 3 33 

流下昆虫 4 6 72 

鞘麹目
底生生物 4 

流下昆虫

膜麹目
底生生物

流下昆虫

(調査結果登載印刷物)

昭和 53年度 さけ・ます増殖調査報告書，昭和 55年 3月 富山水試

-15-

(個体数)

(支)11)熊野川

st-5 st-6 

熊野橋 福沢橋

1 5 0 53 

37 

1 

1 2 

2 

1 9 39 

4 8 

3 



8 種苗生産試験

とりまとめ佐藤建明※木名瀬元夫

(主旨)

沿岸の漁獲量増大をはかるため，サヨリ，アワビの種苗生産について基礎試験を行なう。

I サヨリ種苗生産試験

(方法)

採卵

時期 6月2日

方法 試験船はやっきでサヨリ二隻曳で試験操業を行ない，船上で採卵した。

0.5 tパンライトに海水注水をし，キンラソに搾出受精卵を付着させた。

ふ化 水試にて止水で実施した。

(飼育経過)

1. ふ化直後にワムシの投与を行なった。

2. 7日目からプラインシュリンプをワムシと併用した。

3. 14日目からプラインシュリンプの単一投与した。

4. 20日目からブラインシュリンプのアダルト及びミヂンコ(モイナ)を投与した。

5. 30日目からは，ブラインシュリンプのアダルトのみとした。

6. 採卵後 56日で平均体長 45酬となった。

E アワビ種苗生産試験

(方法)

採卵から附着まで実験を行なった。

L 母貝字 120g-133g，O 107g-139g 

z誘発方法 東芝流水殺菌器 GWO-l524 PB 

殺菌流量 500MI

1 0 .e入スチロールパ y トに母貝 1個体を入れて，平 8別々に誘発。

-16ー



（結果の概要）

ﾚJ1　日 �時　　　間 �経　　　　　　　　　　過

１０月１８日 �P.M。　3ニ２０　　　　　５：４５　　　　１０：４０

　　　　レ１：４０ �誘発開始（水温２１°Ｃ）第１回教精第２回放精液卵（恚1トレイ）

１９目 �　　　　　ｏニ００Ａ｡Ｍ。　Ｏ：５０　　　　

　１：１０

Ｐ｡Ｍ。　Ｏニ３０　　　　　

３：３０　　　　　

６：００ �受精　　受精率８８％放卵（恚２トレイ）受精　　受精率７３毀恚１トレイふ化完了（□時間）恚２トレイふ化完了（１４時間）ふ化率　恚１トレイ　７７％　　　　渥２トレイ　６５％附着水槽へ移す（水温２０°Ｃ）２

ｔ　ＦＲｐ　　６０万個１ｔ　ｐ水槽　　３０万×２基

２２日 �Ａ．Ｍ。　９：００～ �附着板投入

２３日 �Ａ．Ｍ。１０：００ �２ ｔ　ＦＲｐ　　８０％附着完了１ｔｐ．（渥１タンク）１

ｏｏ呉　　　　

　O駈２タンク）　２０％

２４日 ��２ｔ　ＦＲｐ　水位up　流水１ｔ　ｐタンク　z’　　Lh水

※水産漁港課転出（54.4.1）

－≡
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9 放流技術開発事業

I マダイ放流技術開発試験

※l 
とりまとめ 佐藤建明， 武野泰之，木名瀬元夫，奈倉昇.

(目的〉

52年度にひきつづき，栽培漁業センタ一等で量産されたマダイ種苗の放流効果を高める為の調

査研究として1.効果的な中間育成の方法 2放流漁場の条件と種苗の大きさ 3.放流魚の分布，

生態等を解明する。(日本海中部4県共同調査)

(方法)

L 中間育成

前年度と同じく，海中生す網を使用し，放流適正サイズに至るまでの生長，歩留を調べるとと

もに，標識放流用種苗の確保に努める。

2. 放流魚の追跡調査

前年度と同じく 701脚サイズの種苗に，アンカータ yグを装着し放流する。放流海域は，魚

津市沖人工魚礁及び新湊市堀岡沖とし，新湊市放流群については，漁業者の底ぴき網を用いた試

験操業を実施し，放流魚の移動状況を把握する。

3. 漁業の実態調査

県下の市場(氷見，新湊，魚津)に水揚げされるマダイの漁獲量，体長組成を調査するととも

に，主な漁業である定置，昔日j網の漁業者に漁獲日誌を配布し，漁業の実態を明らかにする。

(結果の要約)

1 中間育成

26.1~30.7mmサイズ 33， 000 尾を収容しヶ月間で 39.4 %. 65日間で 57.7%の歩留り

であった。

2. 放流魚の追跡調査

1 0月3，4日6，000尾を放流した。放流後 20日程度まで浅海域へ移動することが明らかとな

った。 52， 53年の放流魚はほとんど放流点付近にとどまっているが，移動した群もみられ，

その群は，湾を時計廻りに移動する傾向を示した。

3 漁業の実態調査

富山県における漁獲は 6~8 月と 11 ~ 1 月にピークをもっ 2 峰形を示し，年級組成は 0~2

才魚で 98.8%を占める。

※ l水産漁港課転出(54.4.1 ) 

※2 庁 ( 53. 11.1 ) 
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（調査結果登載印刷物）

　昭和５３年度放流技術開発事業報告書　日本海中部海域マダイ班　昭和５４年３月

ｎ
クルマエビ放流技術開発試験

とりまとめ　武野泰之，金倉　昇
※１

佐藤建明
※２

１．中間育成

（目　　的）

　　陸上池で生産された種苗は，その飼育環境が物理化学的にも生物学的にも特殊なものであるから，

　野性化ないしは自然環境に馴致することによって，その欠点を是正すること。また，放流直後の減　

耗を防止するため，護身または逃避力のついた大型種苗にすることを，目的とした。

（材料と方法）

　　クルマエビ種苗はすべて，富山県栽培漁業セソター産である。中間育成の概要は次の表のとおり　

である。

地　区 �期　日 �全長 �尾数 �生ス網規模�網数 �育成場所�底質�備　　　考

宇　波 �8/10～20 �13.5房篤 �10万尾 �5×5×1.8囲 �１ケ統�離岸堤内�砂 �天井網付

太田浦 �8/10～17 �1 4.3 �１５ �5×5×1.8 �２ �Z/ �ﾒ７ �天井納付１ケ統

四　方 �8/11～26 �14.7 �１０ �5×5×2 �３ �漁港内 �砂泥

滑　川 �8/11～21 �12.5 �５ �5×5×2 �１ �離岸堤内�々 �天井網付

魚　津 �8/12～21 �12.5 �１０ �10×10×2.5 �１ �ろ〆 �ろ「

（結　　果）

地　区 �放養尾数�放養密度�育成日数�生残尾数�歩留り �取りあげ総重量�取りあげ平均重量･全長

宇　波 �１０万尾�4000尾油♂ �１０日 �43,729尾 �43.7％ �５３３５ ｇ �0.122 9　　　26.0房房

太田浦 �１０
�4000 �７ �４８,９８３ �48.9 �4800 �0.098　　　　24.6

太田浦 �５ �2000 �７ �２３,８４０ �47.7 �３２９００ �0.138　　　　26.0

四　方 �４ �1600 �１５ �１８,５４５ �46.4 �5200 �0.275　　　　31.4

四　方 �４ �1600 �１５ �１８,９０９ �47.3 �５１００ �0.270　　　　31.0

四　方 �２ �800 �１５ �１２,７２９ �63.6 �3500 �0.280　　　　31.7

滑　川 �５ �2000 �１１ �6,666 �13.0 �1200 �0.18　　　　　26.0

魚　津 �１０ �4000 �１０ �一 �一 �一 �一　　　-

※１水産漁港課転出（53.n.1），　※2水産漁港課転出（54.4.1）

-
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以上の結果を得た。魚津地区以外は混入生物がまったく見られなかった。

2. 放流追跡調査

(目的)

小型種苗を大量放流し，放流後の移動，成長，生残率等について解明し，放流方法の改善に寄与

する。

(材料と方法)

全長 11.8111111，体重 0.02gのクノレマエビを 160万尾，富山市浜黒崎地先に放流した。桁曳網

で 3~4 地点を延 6 回曳網した。

(結果)

放流若手であろうと思われるものは l尾の再織もなかった。天然、産であろうと思われる全長 12-

20 cmのエピが 48尾採捕された。

3. 標識放流

(目的)

移動，分布，成長，資源の利用度について明らかにする。

(材料と方法)

標識は，アトキンス型，アンカータ yグ型を使用した。供試エピは，当水試で育成したものを用

いた。

(結果)

総尾数 3.660尾に標職装着し放流した。再捕されたのは 5尾であり，比較的短距離の移動であっ

た。再捕は，水深 10m前後の刺網によった。 10月に放流したエビは 12 月までに 3~4cmの成

長をしていた。

(調査結果登載印刷物 )

昭和 53年度放流技術開発事業報告書 日本海中部海域 クルマエピ班

※ 水産漁港課へ転出
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１

サ）ﾉ六=ﾐ百j;?FI:|11t7万レfj苛詰ﾚ験

　　　　とリス几め　高　桧　忙二川レ

才六しず力刺身の冷凍貯蔵試験－｜

　　白白トハづカ拐肉の水溶性タソバク，塩溶性タン･バクの検討

（目　　的）

　パノルイ七万別言を広域に流通させ，他聞外でも食肝することができるようにするため，生鮮刺

身を冷涼貯蔵し，その貯蔵中のタソパク質の特性を明らかにすることを目的とした。

（実施状況）

　　ホタルイカか－２ドICおよび－３５゜Ｃのフリーザーで約１年間貯蔵レ外套膜と脚部の水溶性タ　

ソパクの抽出と定量，塩溶性タンパクの抽出と定量，ミオシソ区タソパクの抽出と定量，非ミ才シ　

ン区タンパクの算出，全タンパク量の定量，流動復屈折（SB）の測定を行なった。

（試験結果の要約）

　Ｌ　ホタルイカの刺身を冷凍貯蔵するため，冷凍ホタルイカの水溶性タンパクおよび塩耐性タンパ　　

クの検討を行なった。

　２．－２�Ｃおよび－３ ５゜Ｃ冷凍貯蔵したホタルイカ筋肉の水抽出液はS･Bを示し，得られた水溶　　性タｙパク中にミオシン区タｙパクの一部が溶解していると思われた。

　３．－２ ０゜Ｃおよび－３５°Ｃ貯蔵試料の水溶性タｙパク量の全タンパク量に対する割合は，ほぼ等　　しいｶ八繰返し抽出時の溶出状況は異なっていた。

　4.　塩溶性タｙパク抽出液では，－３５（’Ｃ貯蔵試料の１回目抽出液のみS･Bが認められ，３回抽出　　

で全タｙパクの8 2.6％の抽出獄を得た。

　5.ホタルイカの水溶性タンバクおよび塩溶性タンパクを定量的に抽出するには，少なくとも３回　　

以上の繰返し抽出が必要と思われる。

　6.水溶性タｙパク合計量（2･S）と非ミオシン区タンパク（Ｎ）の関係から，ホタルイカ筋肉タ　　

ｙパクは一部を除き，右田らが指摘した軟体動物（イカ型）に属した。

（試験結果登載印刷物）

　水産物の利用に関する共同研究（第□集第２６回日本海水産物利用担当者会議報告昭和□年　

９月，富山水試）　６ページ～１１ページ

※水産漁港課転出（55.い）
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江 マ･fワシの原料学的研究－II

　　普通肉・血合肉の冷凍貯蔵中の変化

（目　　　的）

　近年参考ﾚ付レレごfヮシの高度利用する上で，普通肉と血合肉の肉質↑対生を明らかに干るため，

冷凍貯蔵中の両肉の特性を検討した。

(実施状況)

　　……･∇j･.ﾝc‘.)ｶﾞﾔｰ土だ普通肉，血合肉の凍結試料のｐＨ，流動複屈折，ＴＢＡ価、Ｋ族生。筋丿京繊維　

タンゾクの抽出と定量を０，１０．２０，３０，６０，９〔)日目に検討し，レに目目にさらにアク　

｀入士シンのCaご一ＡＴＰａｓｅ全活性の検討を行なった。

（試験結果の要約）

　に　包丁によりマイヮシを調理した結果，筋肉部に対する普通肉の割合はD.l呉，田1合肉の割合　

はい,ドレC，干葉産，茨城産のマイヮシと比較しても，採肉方法や無体の大きさ，肥満度の違　

いはあるが，普通肉対血合肉はほぼ６対４であった。

　2.　冷凍貯蔵中の普通肉のpHは5.8～5.9とほとんど変化はないが，血合肉は，末凍結肉6.3から　

貯蔵中は6.0～6.1に低下したが，その変化はゆるやかであった。

　3.貯蔵中の流動複屈折は，普通肉で未凍結時から３０目口にかけて強く明瞭に表われ。６０日目　

以降弱くなったが，血合肉はすべて不明瞭であった。マイヮシの普通肉の流動複屈折によるタン　

パクの定性的観察では，白身魚の普通肉と類似していると考えられた。

　4.　冷凍貯蔵１ ４０日目の両肉質の特性は，血合肉でＴＢＡ値が著しく上昇し，両肉とも変性タン　バク質が４ｏ～５ｏ％となっており，アクトミオシンのCa2十一ＡＴＰａｓｅ全活性は，普通肉　より血合肉の方が低くなっていた。

（試験結果登載印刷物）

　水産物の利用に関する共同研究（第１９集，第２６回日本海水産物利用担当者会議報告，昭和い

年９月，富山水試）　１２ページ～□ページ

-
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几　　富山湾水質環境調査　　　　

ﾚ佐原汚水拡散調査）

　　　　　　　　とりまとめ高松賢二郎
※１

菅野健治

（目　　　的）

　富山湾沿岸の定置漁場の水質環境の現況を把握および汚濁の監視を調査する。

（方　　法）

（1）採水地点

（2）採水方法

（3）調査項目

（4）分析項目

（5）調査回数

※２

宮崎～宇波の２３の定員漁場と河川前３地点計２６地点

表　層

天候，風向，風力，波浪，うねり，流向，潮流，採水時間，水温，漁獲量

pH，塩分，両度，ＣＯＤ

５３年４月～５４年３月　　計１１回（８，日月欠測）

（調査結果の要約）

　1.昭和５３年４月から昭和５４年３月の間に，８月を除く毎月１回（６月は２回，１１月は欠測）　　

計１１回にわたって，湾内定置漁場を中心に２６地点で，海況，水温，pH，塩分，濁度，ＣＯ　　

Ｄの調査を行った。

　2，表層水の分析項目別の最大値，最小値は，pH 8.65～6.82，塩分3 4.12‰～0.35‰，濁　　度15.9ppm～0.0ppm，COD

3 1 4.2ppm～0.02ppmであった。

　3･　pHでは，赤潮と河川水の影響で測定値が変化していたが，濁度とＣＯＤでは，明確な原因が　　

わからない高い測定値が存在した。

　4.　各分析項目別，調査地点別の平均値を求め，前年度の平均値と比較すると，pHでは，９地点　　

で上昇し，１７地点で低下しており，塩分では，１９地点で高城となり，７地点で低城となって　　

おり，濁度では，１８地点で上昇し，６地点で低下し，２地点では変化がなく，ＣＯＤでは，１８　　

地点で上昇し，８地点で低下していた。前年度は濁度とＣＯＤの平均値が過去６ケ年間の平均値　　

の中の最小値より小さくなっている調査地点が多く，濁りの減少，有機汚濁の減少傾向が見られ　　

たが，今年度では，逆に上昇した地点が多い。したがって定置漁場の水質は前年度にくらべ，良　　

くなっていなく，水質改善の進行は横バイ状況と考えられる。

　5.　　pHの平均値で，神通川前と小矢部川前を除く調査地点は海域環境基準（海域Ａ類型）の8.3　　

～7.8のpH値の範囲内を満足していた。

　6.　濁度で，茂渕一番と茂渕三番で高い測定値が出現したので，トｙプソンの棄却検定法により検　

討し，その平均値を修正した。

　７，　ＣＯＤにおいても，大門（沖）と前網岸で高い測定値が出現したので，同じく棄却検定で検討　　

し，その平均値を修正した。

-
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a 調査地点により，調査回数にパラツキがあるため，推計学を利用して， 95%信頼度における

真の平均値を推定し分析項目別に結果を検討した。

9. pHでは，正常な海域の pH値8.3~ 8.2内に真の平均値があったと推定されるのは，高峰

(沿)， (沖)，深曳(沖)，青塚三番，茂樹j一番，茂樹l二番，前網岸，前網の 8地点のみであっ

た。

10. 水産環境水質基準による一般海域におけるcoo値 1ppm以下に真の平均値が存在すると推
定されるのは，高峰(沿)， (沖)と前網の 3地点のみであった。他の 18地点では，信額限界の

一部が 1ppm以内に入っていると推定された。

11. 53年度に発生した赤潮は 5~ 11月の聞に 9回確認されており.赤潮プランクトンは珪藻

類がほとんどであり，発生する期聞が秋期にも及び，発生海域は県東部地先海域に拡大する領向

にあった。

(調査結果登載印刷物)

昭和 53年度定置汚水拡散調査報告書

※l水産漁港課転出 (55.4.1)

※2 庁(54.11.1 ) 

12 赤潮等対策調査

とりまとめ 高松賢二郎※I菅野健治※2

(目的)

富山湾における赤潮発生状況の把握を調査した。

(調査内容の概要)

(1)調査期間 5 3 年 5 月~ 11月

(2) 調査方法 水試の海洋調査結果の情報や発生確認調査により把盤。

(3) 調査項目 水色，透明度，水福，塩分， pH， 00，濁度， COO，プランクトン
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（調査結果の概要） 昭和５３年度の赤潮発生状況表
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13 淡水(海水〉魚族試験指導

昭和 53年度養魚試験指導

とりまとめ宮崎統五

現在の富山県内における養殖事業は，イロゴイ，食用ゴイ，イワナ，ニ ジマスの他，少例ではあ

るが， ハマチ，ナマズ，スアポンがある。これとは別に，放流用として，内水面組合によるサケ，

アユ，ヤマ」の養殖が行なわれている。これに伴う養殖技術指導が行政ニーズとして出ているが，

特に魚病による被害を抑制するため，当水試では，診断及び治療，予防指導を行な っている。

1 978年 4月 1日より 19 79年 3月31日までの聞に，富山県内で発生した魚病等について，当

水試が診断したものを魚種別にまとめ，その概要を報告する o

(イロゴイ)

フィブローマ l件， ミクソボルス症 1件，穴あき病 2件，立鱗症 1件，尾グサレ病 1件，エピス

ティリス症 l件，有キリン中毒 l件，原因不明の発死 2件。

イロゴイの生産は本年の内水面養殖において最も規模が大きく，特に県西部域に多い。本年の目

立った傾向としては，例年被害の多かったミクソボルス症の発見が低下したことである。また，穴

あき病も極端に発生が低下した。一方フィブローマが l件見つか っており，今後の警戒が必要であ

ると思われる。

(イワナ)

セァソウ病 1件，水質悪化事故 l件，原因不明 1件。

イワナの養殖は，岐阜県境に近い山間部に多い。このため，本魚種の流通等については，把控室し

かねる部分が多い。最近セァソウ病に対し，オキシリ ン酸経口投与を行う養殖業者が増加し，この

ためセ ッソウ病の被害は激減した。しかし抗菌剤による環境問題，耐生菌問題が憂慮されているo

(サケ)

縮菌性エラ病3件，原因不明のヒレ白潟之死 3件，水カビ病 l件，腹水症 l件。

本県内においては，各河川の内水面漁協が 7つのふ化場において，放流用のサケ稚魚を育成す

る。その規模，使用水，人員等は様々である。サケのふ化→ふ上期においては，主に地下水を，ふ

上→移動期には地下水と川水とのミックスを用いるケ スが多い。しかしながら本県の場合，飼育

水温を低く一定に保つことはきわめて困難で，また，水温の日周変動も大きいため，上記のような

疾病に悩まされるふ化場が多い。

(アユ)

ピプリオ症 l件 。
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　本県において，アユの資源は，天然の海産アユ，移送する湖産アユ及び自家採卵による人工種苗

であり，そのほとんどは放流され遊魚の対象とされる。この事業はサケの場合と同様，各内水面漁

冷の手によって行われ,る。本年発生したビブリオは，移送直後の湖産アユに発生したものである。

（ヤマメ）

　　細菌性エラ病１件。

　　本県内におけるヤマＪ養殖は，サケの場合と同様，各内水面漁協によって種苗生産が行われ放流　

されているが，その資源量の飛躍的な増加には結びついてはいない。これは養殖期間が約１年で，

　その後河川に放流されるものの，地域開発等によって環境が適さなくなってきていることと，釣等　

によるｐスが大きい事等が考えられる。いずれにせよ，その生態研究は未だ不充分であり，今後に　

期待するしかない。

（ハマチ）

　事故による水温低下１件。

　本県における海面イケスのハマチ養殖はまだ規模が小さい。この例は海水の温排水を利用した養

殖のケースで起きた事故であり，ハマチが急激な温度低下に弱いことを示したものと思われる。

14温排水利用養魚技術試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とりまとめ　木名瀬　元　夫

（主　　旨）

　富山新港火力発電所から排出される温排水の有効利用をはかるため，北陸電力㈱と共同で，親魚　

養成，種苗の中間育成試験等を行なう。

（試験経過）

　1.くるまえび中間育成

　　　５３年度は，昨年同様中間育成は仮設水槽（1.7房×3.5詞×0.6房）２槽で３回行なった。
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53年度中間育成実績

ーーー-ーーーーー--ーー-ーーー 第 回 目 第 2 回 目 第 3 回 目

種苗入手先 山口県藤永クノレマエピ研究所 氷見栽培セ ンタ

受入月日~放流月日 4パ2~ 6/14 6/27 ~ 7/26 8/1 ~ 8/20 

13.5 ミリ 16 ミリ 10 ミリ
受入時

体長

体重 0.014 g 0.02 g 0.007 g， 

体長 38 ミリ 41.8 29.5 ミリ
放流時

体重 0.35 g 0.4 2 g 0.18 g 

中間育成日数 63 日 29 日 19 日

~ζ 1. 

放

入 尾 数 5 万 3 万 3 万

流 尾 数 1.2 万 1.9 万 1.8 万

第 1回の中間育成は，生産種苗の早期入手，外海水温の低い時期からの飼育を目的に 5万匹

を入荷したが，歩留りは悪かった。との原因として，定修等のロー ド低下による低水温長期飼

育および密殖が影響しているものと思われる。

第2回の中間育成は，水温の上昇に伴い短期飼育及び徹底した密殖をさけたため，歩留りは

63 %に上昇した。

第3回の中間育成も 2回目と同様実施した結果，歩留りは 60%であった。

以上のことから，歩留りの上昇には受入れ時の水温，短期飼育，密殖を考慮すべきと思われ

る。

標識エピの追跡調査については，岩瀬沖放流のエピが捕獲されたとの報告があった。

捕獲場所 三菱アセテート 700~800m沖合(四方漁協，刺網)

捕獲日時 53年 12月 17日(1 3. 5cm， 1匹)

5 3年 12月 18日( 1 2 cm， 1匹)

2 まだい親魚養成

周年飼育による産卵状況を別表にしめす。

産卵時期および産卵数

初産卵は 4月 27日であったが，卵量が少なく卵質も悪かった。本格的な産卵

は5月5日から 5月 28日まで続いた。

採卵時間 第 1回目 17 : 00~18:00 

第 2回目 20:00~20:30 

第 3回目 5:00~ 6:00 

採卵方法 排水口にネット張りの集卵箱を設置して採卵
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月　日

�浮　遊　卵 �沈　降　卵 �計 �　　　移　　　送　　　先　放　流　水産試験場　　　

　〃　　　　

〃　　　　

乙/　

氷見栽培センター　　　　

ノフ　　　　

Z/　　　　

Z/　　　　

ﾉｹ　　　　

4ﾀﾞ　　　　

Zﾀﾞ　　　　

4/

水産試験場　　　

々

冷凍保管

放　流

フ化実験用

水産試験場

フ化実験用　　　

Z/

５．５

５．６

５．７

５．８

５．９

５．ｉｏ

５．１１

５．１２

５．１３

５．１４

５．１５

５．１６

５．１７

５．１８

５．１９

５．２０

５．２１

５．２２

５．２４

５．２５

５．２７

５．２８ �１００,０００．員0､000訓)５,０００１Ｇ０,０００３６０,０００４３２,０００５６０,０００７９５,０００８７６,０００８００,０００４５２､０００７５６,０００３７４,０００７０３,０００１

９８,０００２８０,０００８００,０００２００,０００１００,０００３５０,０００　３０,０００　５０,０００�　　　　一　　８､０００　３３,０００１２０,０００　８０,０００

　４８,０００　

７４,０００　

８０,６００　

７４,０００　

６１,０００　１

１,０００　６４,０００　３０,０００００,０００１３５,０００２９５,０００�１

００,０００３

１８､０００３３８,０００２８０,０００４４０,０００４８０,０００７３４､０００８７５,６００９５０,０００８６１,０００４６３,０００８２０,０００４０４,０００８

１３,０００３３３,０００５７５,０００８００,０００２００,０００１００,０００３５０,０００　３０､０００　５０､０００

計 �9,091,000 �!,223,600 �10,3 1 4,600

　産卵は２２日間行なった。総部数は１０,３１４,６００個（５２年度3,066,800個）

　これらの部を使用して４月までの成育経過をみると，ほぼ大きさは２０漓，体重１３ｏｇ程度

と，普通海水を使用したものの約２倍程度に成長している。

3.ひらめ親魚養成　　

親魚の通年育成　　　

・使用水槽

　昨年に引続き育成した。

木製仮設水槽（1.7房×3.5房×0.6房）に砂床を作って飼育。（５２年度は

中間池で放置試育）

投　　餌　　片ロイヮシ，真イヮシ

T皿‾
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二日
| 砂床 | 
〆(際蕊ミミミ蕊芯おミ芯対餌場|

8cm 

52年度に比し，摂餌，体色，動作が良好となり 53年4月に産卵の兆候を示した。

匹数 15尾，体長 53cm，体重 1，850g 

4. いしだい親魚養成

現在の魚体は 30.5 c初 75 0 gであり，摂餌状況もよく，順調に成長している。

産卵については 5月 10日より 20日聞にわたって行われ，総卵数は 5，580，000個であっ

た。

15 遡河性さけ・ます増殖研究

とりまとめ木名瀬元夫

(主 旨)

前年度に引き続き，移植効果の安定強化を目的に移入卵の飼育放流を行なう。

(移植後の経過)

l 移植卵状況

ア.供給地 千才支場千才事業場

イー採卵場 千才事業場西越採卵場

ウ.採卵月日 昭和 53年 10月 21日

エ発眠月日 昭和 53年 11月 20日

オ.移植月日 昭和 53年 12月 7日

カ.到着月目 黒部川ふ化場昭和 53年 12月8日，布施川ふ化場昭和 53年 12月9日

キ受入数量 黒部川ふ化場 200万粒(4 0 0 kg ) ，布施川ふ化場 100万粒(2 00 kr; ) 

ク 精算温度 3 7 6
0C (移植日まで)
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ケ　爪立土谷　　介軽部

土　田百代酉．

　ﾉ　万万ﾋ水巻　

イ　ふ化開始

黒部肝よ化賜１ヅIC，布池川よ化場１３゜Ｃ

黒部叶ふ化場　昭和５３年に月四目

布施川よ化場　昭和５３年□月川口

尚　ふ化終了　　黒部川ふ化場　昭和５３年日月１８口　　　　　　　　

布施川ふ化場　昭和□年□月２４口

ユ　浮上開始　　黒部川ふ化場　昭和５４年　１月　６口　　　　　　　　

布施肝ふ化場　昭和５４年　１月　５口

才　綴針開始　　黒部川ふ化場　昭和５４年　１月回目　　　　　　　　

布施川ふ化場　昭和５４年　１月１６口

力　その他

―

雨　卵収容傷のふ化は，黒部川では１４目から開始し，ほぼ１８目まで５ロ間で完丁している,.，

　一方，乍旭川では１４日から開始し，訓目の完Ｔまでほぼ１０日間を要し，ふ化か順調では　

勺レヘ　腿びく傾向を示した。布施川におけるふ化のピークは１５～回目で，この間に約い

　％の.ふ比となっている。

個　ふ化方言は，黒部川では。アトキンス型ふ化槽とぶ上肢兼飼育肢への直播き方法で実施した。

　布施川では，ふ上肢兼飼育肢に民部から７～８消のところにふ化盆を敷き，その上に卵を２～　

ダ没亜ねとした。この方法は，いづれ,もこれらのふ化場で常法として実施している方法を採用　

した。

㈹　黒部川では，北血道より移送された卵の一部１ ５０万粒については，到着後直ちにイソヂノ　１／㈲０

１５分薬浴を実施した。

（4）鰹死は，黒部川で収容後３～４日で直播き池で１２～１４万粒６～７％の鰹死が認められた。

　布施川では，ほぼ１ ００％のふ化で極めて良好な状態で経過した。

（5）ふ上状況は，黒部川では２２日現在約９０％，布施川では約１ ００呉完ｒしたっ

㈲　ふ化からふ上までの経過については，黒部川では１８目以降弊死が散見される。これは未ふ　

上鰍に多い傾向にある。布施川では，□～１８日にかけて一斉にふ七餓が多くなり，この間　

に底渡部で02不足の傾向が認められ，約８呉の減耗が生じたが，分槽によって正常に復した、

（7）餌付時の収容実数は，黒部川では卵収容数に対して８５％，布施川では９０％となっている。

　餌付魚の大きさは，0.27～0.3gとなっている。
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(結果の概要)

黒部川ふ化場黒部川富 山県昭和 53年度

表

収 ，廿...， 量 浮上魚体 給餌期間 給餌量 水温 (OC) DO 水 飼育 放 流 数 放流魚体 1尾当 増

重 量 尾叉長
体也)重

飼料 pH 量 面積 発死尾数 メ口込 計 左の中，標識魚 尾叉長 体 重 増重量 量 備 考

尾 数 ω e均 月/伯~月/日 日数 ~ç}) 低~高 平均 ppm ß~分 (nt) 尾数 重量~ç}) 尾数 重量的 CT.ゆ (g) (g) 比

2，000，000 400 30.0 0.27 1/17-3/4 47 907 配1.2 7.1-11.7 9.09 7.20 7.16 1，014 135 410，000 1，000，000 689 0.70 0.43 2.59 

3/4 -3/13 9 99 2 8.2-8.7 8.4 5 7.00 8.33 342 45 590，000 433 0.73 0.03 1.04 

績成育飼けさ

240，000粒

45，0 0 0尾(底泥つつ込み)

4 1 0，0 0 0尾

5 5，0 0 0尾(えら病)

47，00 0尾(えら病)

2 3，000尾

死

浮上前

不

飼育期

明

浮上期

計

卵

-
号
放
流

2

・3
号
放
流

小
|
|
餌
飼
付
開
始

10 

温

5 

(OC) 

3. 10. 守克2. ) o. 1. 30. 1. 20. ]..10. 
Lム」

12. 20. 

水量
(s/min) 

340 1，026 1，018 690 

lO 38 33 25 20 

1
14
門

U
日

3 

13 

15 A 

B 
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卵の移動，育成，放流について

布施川ふ化場片貝川富山県昭和 53年度

表

収 容 量 浮上魚体 給餌期間 給餌量 水温 COC) DO 水 飼育 放 流 数 放 流 魚体 1尾当 増

重量 尾叉長 体重
飼料 pH 量 面積 襲警死尾数 i仁b3‘ 計 左の中，標識魚 尾叉長 体重 増重量 重 備 考

尾数 kr;) 。'!11ft) 包) 月/日~月/日.日数 ~g) 低~高 平均 ppm s/'.分 φの 尾 数 重量糊 尾数 重量~g) 仰) (g) (g) 比

6.65 
1，000，000 200 30.0 0.27 V17~2/15 30 410 配1.2 9.6-13.4 1 1.52 7.6 600 84 125，000 662，000 444.9 0.67 0.40 2.4 8 

7.03 

2/16-3/13 26 204 2 9.6-11.4 10.20 6.87 7.9 350 40 20，000 193，000 294.9 1.53 0.86 2.28 

、、

イ孟三

市貝成育飼けさ

1 0，0 0 0粒

1 5，0 0 0尾(ふ化盆支に入り込む)

9 0，00 0尾(酸欠)

1 5，0 0 0尾(水生菌病)

1 5，000尾

死

浮上前

浮上期

飼育期

卵

~ムー 明不

10 
温

450，000尾計

第
2
回
放
流

第

l
回
放
流

分
槽

移
動
水
槽
に

餌
付
開
始

(OC) 

斗
3.' 10 2..20. 1. 30. 

5 

600 850 600 400 300 sAnin 水量
Cs/min) 

エ二フー下司7 20 15 kg 
!
日

8 kg A: 

B 
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16 200カイリ水域内漁業資源調査委託事業

とりまとめ 湯口能生夫

(目的)

我が国 20 0カイリ漁業水威の設定に伴ない，当該水域内における漁業資源を料学的恨拠に基づ

いて，漁獲許容(可能)量などの推計に必要な関係資料を整備する。

(方法)

昭和 53年度 20 0カイリ水域内漁業資源調査委託事業実施要綱(日水研)による。

(1) 生物測定調査 (2) 標本船操業実態調査 (3) 漁獲成績調査

(実施状況)

(1) 生物測定調査 魚種名 回数 測定総尾数 備 考

ーマ サ /、 10 933 尾

ーマ ア ジ 1 7 1，628 庁

「ヨF イ ワ シ 11 1，0 9 2 11 

カタクチイワシ 8 800 11 

フ リ 9 555 グ

スノレ」イカ 2 5 1，750 1/ 

ベニズワイ 4 2 64 11 

ヤ リ イ カ 4 2 9 0 11 

(2) 標本船操業実態調査

漁業種類 統数又は隻数 期間 備 考

フ リ定置漁業 2 ヶ統 9 月 ~2 月

イワシ 11 11 4 月 ~8 月

その他の敷網漁業 l 11 9 月 ~3 月 八そう張網漁業

スル Jイカ一本釣漁業 3 隻 5 月 ~2 月

(3) 漁獲成績報告書

漁 業 種 類 統数又は隻数 報告期間 備 考

その他の敷網漁業 5統 毎月 l回 1 2ヶ月 八そう張り網漁業

u、 泊ミ 釣 漁 業 6 3隻 年 1回 1 2ヶ月

沖合底びき網漁業 1 0隻 毎月 l回 1 0ヶ月

小型機船底びき網漁業 1 6隻 毎月 1回 1 0ヶ月

べにずわいかにかご漁業 5 6隻 毎月 1回 8ヶ月
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(調査結果)

調査結果は調査要綱の様式に従い日本海区水産研究所に報告した。

17 卵稚仔魚群分布精密調査委託事業

とりまとめ 湯口能生夫

(目的)

日本海における多獲性浮魚類のマアジ，マサパ，イワシ類及びスル」イカ等の卵稚仔の分布に関

する情報を定期的に把握し，各年における卵稚仔の分布状況を推定するための基礎資料を得ること

を目標とするo

(方法)

「漁況海況予報事業調査，卵稚仔・魚群分布精密調査指針J(日水研)によって実施した。

(実施状況)

(1) 実施期間 昭和 52年 4，5， 6月及び昭和 54年 3月の各上旬，漁海況予報事業で実施する沿

岸定線定点で⑮ネットによる浮魚類卵稚仔調査を実施した。また昭和 53年上

1 0月及び 11月の各上旬，漁海況予報事業で実施する沿岸定線定点でNORP

AK NETによるスル J イカ稚仔調査を実施した。

(2) 調査船 第 18富山丸(9 6トン. 470馬力，滞本船長外 12名)

(調査結果)

採集標本については，日水研あて送付し，同所で同定し，計測した。

(調査結果登載印刷物)

「昭和 53年度卵稚仔魚群分布精密調査結果」 日水研
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18 指導船代船建造設計委託

とりまとめ山田 稔※

(目的)

2 0 0カイリ時代の諸問題に対処できる調査機器類の設備機能が完備した最新鋭の漁業指導調査

船の設計を策定するo

(実施状況)

構造，能力，設備等の細部計画の策定するに当り，漁業指導調査船建造委員会設置要綱を定め，

漁業指導調査船委員会(人員構成は下表のとおり)にて種々検討され，設計委託の成果品により建

造仕様書が採決された。

委員会の構成」ンパー

会長農業水産部長

副会長水産課長

委員長 水試場長

委員水産課技術主幹

課長代理

栽矯センタ一所長

水試次長

利用増殖課長

漁業資源課長

担当研究員

船長

機関長

昭和 53年 5月 4日 漁業指導調査船建造委員会設置(小委員会も同時設置)

庁 5月 4日 第 1回建造委員会(建造仕様の概要)

庁 7月 14日 第 l回建造小委員会

11 8月 14日 株式会社東京設計研究所と委託契約締結

1/ 9月 6日

昭和 54年 1月 29日

第 2回建造小委員会~昭和 54年 2月17日 第 6回建造小委員会

水産庁漁船課と漁船建造に係る全般について協議

1/ 2月 28日 株式会社東京設計研究所より建造仕様書及び船価調書の提出

11 3月 16日 第 2回建造委員会(建造仕様書の審議と採決)

(結 果)

主要要 目

長 さ (全 長) 約 36.00 米

長 さ (登 録) 3 0.20 1/ 

長 さ (垂線間) 3 0.00 。
幅 (型) 6.9 0 1/ 

深 さ (型) 2.9 0 Jγ 

吃 水 (型計画満載) 2.55 1/ 
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総トン数

主機関

速　　力

中　速　ディーゼルエンジン

試運転最大

航　　海

容　　積　　燃料油倉

　　　　　清水倉

　　　　　魚　　倉

　　　　　準備室

　　　　　凍結室

　　　　　海水バラスト倉

定　員　乗組員

　　　　　調査員

　　　　　合　　計

資　　格　　第３種漁船

航行区域　　国際航海

航続距離

出港より帰港まで

約　１ ５８　トン

　　１,０ ００Ｐ｡Ｓ．×１基　　　1

2.5　ノット　　　1

1.0　　//

Ｏ
　
戸
ｎ
）
７

戸
ｎ
）
Ｉ

１２　

６

１０

１４　

４

１８

M3 以上

々　//

〃　ろ〆

Z/　芯/

々
　
か

な
　
々
　
名
　
々
　
々

　　3,700海里以上

最大２０日間

　（調査結果登載印刷物）

　　昭和５３年度富山県水産試験場業績集（富山県漁業指導調査船建造仕様書）

※栽培センター転出（54.U.1）

１９ 第２回　自然環境保全基礎調査　　　　

とりまとめ　武野泰之，奈倉　昇
※１

角　裕二
※２

（要　　旨）

　県自然保護課の委託により，富山湾沿岸域における干潟，藻場，海域環境，海域生物について調　

査を実施した。

※１

※２

水産漁港課転出（53.11.1）　　　

〃　　　（54.4」）
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I 干潟・藻場・サンゴ礁分布調査

(結果の概要)

藻場の概要(干潟，サンゴ礁は富山県には該当なし)

富山湾の沿岸線は総延長約 10 0 kmで単調な弓状をなし，その大部分は砂浜海岸で沿線距離

は約 90km (総延長の 90%)を占め，転石水域を含む岩礁，沿線は約 10km (総延長の 10

%)を占めるにすぎない。

岩礁水域の中での藻場は，藻場調査票で示したように，ホンダワラ類，テングサ， ワカ」と

に区分され，これらの藻場の占める総面積は 35箇所で 93 7 haになる。叉，過去 10年聞に

埋立，離岸堤増築，自然消失などで消失した藻場の総面積は 5箇所で 32haとなっている。

次にホンダワラ類を中心とする藻場の分布水域は灘浦海岸(氷見市女良~同市薮田)の 8km 

で 42 6 ha，雨晴海岸(高岡市太田浦~同国分)の 1kmで 16 5 ha，入善海岸(入善町吉原~

横山)の 1kmで 17 8 haの 3水域で，とれらの分布範閉は磯より 300mで水深 10mまでに

及んでおり，沿岸線に沿って帯状に分布繁茂しているo

叉，テングサを中心とする藻場は前述の 3水域の他に滑川市，魚津市(道下)の一部分で各

々，沿線 500mの水深 1~5 m，距岸 10 0 m以内に分布している。両水域とも毎年投石事

業によって藻場の造成を行なっている。

ワカ J を中心とする藻場は，宮崎浦海岸の沿線 500 mで水深 10m，距岸 400mまで分

布している。

(調査結果登載印刷物)

昭和 53年度環境庁委託干潟・藻場・サンゴ樵分布調査報告書 富山県

E 海域環境調査

(方法)

採集地点 富山湾奥部沿岸 6地点

項 目 プランクトン，底生生物，付着生物

(結果の概要)

富山湾 6箇所でのプランクトン発生状況について概括すると，先ず早月川河口付近は，動物プラ

ンクトンで，セラチウム，コベポーダ， 植物プランクトンで，スケレ トネマ，コシノデイスカスが

優占している。

滑川市沖合では昭和 48年~昭和 50年にかけて植物プランクトンが極めて優占しており ，その

種はスケレトネマ，キエ トセラスである。一方動物プランク トンは極めて少ない状況にあるが，昭
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和５１年以降になると動物プランクトンもコペポーダ，夜光虫が出現するようになり，植物プラン

クトンも種類が増加してタラシオシラが出現する傾向を示した。

　富山市沖合についてみると，昭和５０年では動物プランクトｙでセラチュウムコペポーダ，昭和

５１年以降はコペポーダを主な優占種として，夜光虫もよく出現する傾向を示した。植物プランク

トンでは，キエトセラス，スケレトナマでニッチャが年によって出現している。

　新湊沖では昭和５０年が，ノクチルカ，コペポーダ，昭和５１年以降でも時期的に多少の変動が

あるが大きな変動はない傾向にある。

　植物プランクトンでは，他の地区と同様に，スケルトネマ，キエトセラスが優占し，他にタラシ

オシラ，タロシラ等も出現している。

　湾内におけるプランクトンの出現状況は，全般的には動物プランクトンで，コペポーダ，夜光虫

が主体となり，植物プランクトンでは，スケレトネマ，キエトセラスが優占度が著しい傾向を示し

ている。

　特に動物プランクトンの夜光虫，植物プランクトンのスケレトネマ，キエトセラスは，湾内での

赤潮生物としてその発生頻度は著しく高い状況を示す。

　託生生物について，湾内全域での測定は少ないが，富山新港西側防波堤における出現種について

時期的にその変化をみると，各時期共に二枚貝，腹足類が主体であり，他は多毛類となっている。

又，四季別には，６月，多毛類６０％，二枚貝類で３３％，優占種はキエトゾーネ，ウｙノハナガ

イであり，８月は二枚貝で６７％，多毛類２７％，ウＪノハナガイ，ユウキケヤリ，１１月，２月

は二枚貝類９５％で，ヒタカノコアサリ，ウＪノハナガイが優占種となっている。一方東側防波堤

では８月までは多毛類が多く，それぞれ５４，８７％となっており，クマ類，ユウキケヤリが後占

し，１１月になって二枚貝が３７％でヒＪカノコアサリとなるが，２月には多毛類が後占してくる。

　付着生物において，データーは富山湾奥に位置する富山新港周辺のものしかなく，その調査年月

日，回数は，昭和５２年６月５日と１８日，昭和５２年８月２２日と２３日，昭和５２年１１月２０

日と２１日，昭和５３年２月１６日と１７日の各季節１回計４回である。そこで四季における変化

を西防波堤内側先端，同内側てもと，東防波堤外側先端，同外側てもとの４箇所についてみる。

（ｱ）西防波堤内側先端

　　総湿重量でみると，６月が2 3,41 3.2g/畑2，8月が12,581.8 g/W， 11月が5,566.7g/が，

　２月20.0g/ぜと春（６月）夏（８月）秋（１１月）冬（２月）の順に減少しており，春では冬の

　１００倍強の総湿重量となっている。

　　優占種は，動物では６月がムラサキガイ，８月がアタリカフジツボ，ムラサキガイ，２月がア　

Ｊリカフジツボで，春秋にムラサキガイ，夏冬にアＪリカフジツボが最後占種となっている。植　

物では６月がなし，８月はマクサ，日月はマクサ，２月はなしとなっている。

田　西防波堤内側てもと

　　総湿重量でみると，６月327.4g/ぜ，８月が1,265.5g/扉，１１月が7o7.1 g/W，2月が

　　7､182,9gﾀﾞ剱2で，冬，夏，秋，春の順になっており，冬は春の２０倍強である。優先種は，動物　　

ではＧ月がムラサキガイ，マガキ，８月がマガキ，アＪリカフジツボ，１１月がマガキ，ムラサ
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キガイ 2月がムラサキガイ，マガキで夏にア J リカフジツボが優占として出現し，ムラサキカ

イの占める割合は低下しているが，夏秩にマガキ，冬春にムラサキガイが最優占種となっている。

植物では 6月はなし 8月もなし 11月はマクサ 2月ではマクサ，カタノリが優占種となっ

ている。

(ウ)東防波堤内側先端

総湿重量は 6月が 7，576.8g/m'， 8月が5，663.2gかf， 1 1月が 9，1 7 4. 1 g/m'， 2月が

1，89 8. 0 gかfと11月 6月 8月 2月の11廃に減少しており 11月は 2月の 4倍強である。

優占種は，動物で 2月がマガキ，ムラサキガイ 6月がムラサキガイ，マガキ 8月はマガキ，

ムラサキガイ 11月ではマガキ，ア J リカフジツボ，ムラサキガイのl僚となっている。 6月を

除きマガキが最優占種で，夏から秋にかけてア」リカフジツボが増殖している。植物では 2月

がアナアオサ，マクサ，カタノリ 6月はなし 8月はマクサ 11月もマクサとなっている。

ド)東防波堤外側てもと

総湿重量では 6月が 4，163.5gル乙 8月が 5，329.ほかf， 11月が 9，196.3g/m'， 2月が

4，780.7g/m'で他の 3地点に比べ季節変化が小さい。優占種は，動物で2月がムラサキガイ，

6月がムラサキガイ，マガキ 8月がマガキ，ムラサキガイ 11月がマガキ，ムラサキガイ，

アJ リカフジツボの順となっており 6月からマガキが優占種として現われ 8月以降はムラサ

キガイにとってかわり，また 11月にはア J リカフジツボが優占種として現われている。植物で

は 2月がマクサ，カタノリ 6月がボタンアオサ 8月はなし 11月ではマクサとなってい

る。

大腸菌において，デ ターは富山湾全域にわたって 25箇所で測定したものがある。これを見

ると，黒部川河口海域をのぞき，各河川河口海域の大腸菌群数が多く，河水流入による影響が認め

られる。平均大腸菌群数でみると，神通川河口海域(2)(10，00 OMPN/l 0 011lt) >小矢部川河口海

域(2)(6，10 o MPN/l 0 011lf) >常願寺川河口海威(5，80OMPN/l 0 011lf) >早月川河口海威

( 1，6 0 0 MP N/l 0 011lf)の願に多くなっているo

発生継続日数別赤潮発生件数表
(海域名) 富山湾

ゴ可
赤 潮 発 生 件 数

5日以内 6 -1 0日 11 - 30日 3 1日以上

昭 48 6 2 8 

昭 49 7 8 

昭 50 4 4 

昭 51 5 5 

昭 52 8 l 2 J 1 

(調査結果登載印刷物)

昭和 53守度環境庁歪託海域生物調査報告書 富山県
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（方　　

調　

　（1）

�　海域生物調査

　法）

査　概　要

調査地区及び調査月日

調査地区名 �調　　査　　月　　目 ��地　　形
�毎日月目（夏） �第２回目（秋）

氷見市宇波 �５ ３．６．５ �5 3.1 0.25 �岩　　盤

富山市岩瀬 �５ ３．７．１８ �５ ３．１１．６ �砂　　浜

（2）調査事項

　ア　調査地区の周辺の概要

　イ　調査地区の植物の被覆度及び湿重量

　ウ　調査地区の動物の種類と個体数及び湿重量

(3)調査方法

　ア　調査地区の周辺と概要

　　　各調査地区とも調査基点を中心に左右１００房の範囲内で歩き，磯を観察した。

　　　宇波地区は潮間帯及び水深１房までの潜水により，生物採集及び肉眼観察，岩瀬地区は砂　　

浜域の潮間帯のみの肉眼観察にした。

　イ　調査地区の植物被覆度及び湿重量

　　　宇波地区‥･調査基点を設け基点より汀線に直角にロープで横断線を設定し水深１房まで　　　　　　　　　

とする。横断ロープを中心にして３０×３０㎝，５０×５０㎝の方形枠を８箇　　　　　　　　　

所おき，植物については５０×５０㎝の方形枠にして，その中の植物につい　　　　　　　　　

てすべて採集した。

　　　岩瀬地区…砂浜地区であるため，植物の採集はなかった。

　ウ　動物の種類と個体数及び湿重量

　　　宇波地区…(3)－イのような方法で，砂浜域の潮間帯は３０×３０贈，岩礁域５０×５０Ｊ　　　　　　　　　

の方形枠内の動物をすべて採集した。

　　　岩瀬地区…調査方法は宇波地区と同様な方法で員査基点より汀線に直角にロ一プで水深　　　　　　　　　

１堺までの横断線を張り，その横断ロープを中心に３０×３０Ｊの方形枠を　　　　　　　　　

８箇所設定した。

　　　　採集方法はスコップで採泥し，それを１四目のフルイによって選別採集した。

（結果の概要）

　調査結果については，要項による結果表としてとりまとめた。

（調査結果登載印刷物）

　昭和５３年度　環境庁委託　海域生物調査報告書　富山県
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１ 職員現員数

昭和５３年度職員予算等

口．３．川現在

区　　分 �庶　務　課 �漁業資源課 �第１８富山丸 �利用増殖課 �はやつき

場　　　　長 �１

次　　　　長 �１

課　　　　長 �１（詣） �１ ��１

船長・機関長 ���２ ��１

主　　　　事 �１

研　究　員 ��４ �４ �６

技・単労 �２ ��７ ��２

計 �５ �５ �１３ �７ �３

合　　　計 �３３

２　職員の配置

５４．３．３１現在

課　　　名 �職　　　　名 �氏　　　　名 �備　　　　　　　考

�場　　　　　　長

次　　　　　　長 �浜　谷　辰　為山　田　　　泰

庶　務　課 �課　　　　　　長主　　　　　　事

技　　　　　　上

前　　　　　　手 �山　田　　　泰柳　原　敬　手前　田　文　男北　条　雄　也

漁業資源課 �課　　　　　　長主任研究員研　　究　　員　

　　　々　　　　

/ﾀ

第１８富山丸船長　　　

z･　機関長　　　

4･　研究員　　　

乙ﾉ　　　　〃　　　

々　　技　士　　　

ろr　　　　々　　　

々　　甲板手 �山　田　　　稔湯　口　能生夫油　谷　三　郎松　坂

　常　弘

内　山　　　勇

浦　本　己之重

油　田　時　夫

中　島　低　行

金　谷　鶴　作

相　川　栄　松

田　中　孝　世

新　夕　寅　低

徊　切　忠　行

谷　井　富　造

一
皿‾
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事　　　　業　　　　名 �予算額（梢） �　　　　　備　　　　　　　考=－====　㎜　　　　　　　
　　　－　

因循]ｊｏｏ千円　

国委３８０千円　

因循５２９千円　

国循4,024千円　

国循３１８千円　

国循2,2 1 0 千円　国委2,1に千円　国委1,000千円　国委1,0H千円

場　　　　　　　　　　　　　　費

第１　８富出丸経常費

は　や　つ　き　経　常　蒼

海　況　予　報　事　業　費

洽岸漁業観測事業費

仲合漁況開発調査費

洽岸漁場開発調査費

沿岸重要資源委託調査費

河口通過稚魚観測事業費

浅海増殖漁場環境調査費

種　苗　生　産　試　験　費

水産加工技術試験研究費

富山湾水質環境調査費

漁村青壮年育成対策事業費

赤　潮　等　対　策　調　査　費

淡水魚族試験指導費

温排水利用養魚技術試験費

指導船代船建造委託費

200カイリ水域嵯類談経顔

淵河性さけ・ます増殖研究背

部稚仔魚群分布精密調査委託事業費 �！６．０８５２

９,５８２　４,８８２　２,２００　２､１９９　３,２７２

　１,７６０　　

３８０　　

７６２　　

４５３

１１,３７９　　

５９７　　

７１０　　６３６

　　５８４　

５､００５　　

４３０　

３,０５４　

２,１１１　

１,０００　

１,０９３

計 �８ ７､１７４
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